
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  こんにゃく粉と、該こんにゃく粉に対し

て所定量の無毒の金属粉とからなる弾や釣り用錘等に使

用できる材料。

【請求項２】  前記無毒の金属粉はこんにゃく粉の重量

にたいして０．５～５倍の重量であることを特徴とする

請求項１に記載の材料。

【請求項３】  前記金属粉はタングステン粉であること

を特徴とするこんにゃく粉と無毒の金属粉とからなる弾

や釣り用錘等に使用できる請求項１または請求項２に記

載の材料。

【請求項４】  請求項１～請求項３のいづれかに記載し

た材料によって成形した弾。

【請求項５】  請求項１～請求項３のいづれかに記載し

た材料によって成形した釣り用錘。

【請求項６】  こんにゃく粉と、無毒の金属粉所定量

と、水所定量とを混合し、この混合液を少なくとも所定

時間以上放置し、放置した混合液をムラ無く攪拌してグ

ルコマンナンを凝固させ、その後凝固したこんにゃく粉

を所定の型に流し込み成形し、成形したものをさらに乾

燥機に入れて水分を抜き、形を整えることをを特徴とす

るこんにゃく粉と無毒の金属粉からなる弾や釣り用錘な

どに使用できる材料の製造方法。

【請求項７】  こんにゃく粉Ａkgと、無毒の金属粉０．

５～５Ａkgと、水約５～４０Ａkgとを混合し、この混合

液を約２～３時間以上放置し、放置した混合液をムラ無

く攪拌してグルコマンナンを凝固させ、その後凝固した

こんにゃく粉を所定の型に流し込み成形し、成形したも

のをさらに乾燥機にいれて水分を抜き、形を整えること

をを特徴とするこんにゃくと無毒の金属粉からなる弾や
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釣り用錘などに使用できる材料の製造方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は釣り用錘または散弾銃な

どの弾などに利用できるこんにゃく粉と無毒の金属粉か

らなる新材料およびその新材料の製造方法に関するもの

である。

【０００２】

【従来の技術】最近、レジャースポーツの一つとして海

釣りや渓流釣りさらには射撃が人気を博しているが、通

常釣りには必ず鉛製の錘を使用しており、また、クレー

射撃の弾等にも鉛製の弾が広く使用されている。しかし

ながら、鉛製の錘や弾は、自然界に放置しておくと鉛中

毒の原因になるため、最近では野鳥保護団体等からもそ

の使用について問題が提起されており、各国政府では環

境の面から鉛製の錘や散弾等の使用を全面的に禁止する

ことを検討している。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】このような背景から本

発明者等は、自然界に豊富に存在し、安価に入手でき、

その上自然界に放置して置くと無害の物質に戻る食品用

こんにゃくの主成分であるグルコマンナンに着目し、鉛

製の錘や弾に代わるグルコマンナンを主成分とした材料

について鋭意研究の結果、こんにゃく粉と無毒の金属粉

を混入したものを乾燥させた新材料が釣り用錘や散弾銃

の弾に利用できることを発見した。

【０００４】ところで、こんにゃくの主成分であるグル

コマンナンはサトイモ科に属する草木の地下球茎である

こんにゃく芋に多く含まれており、グルコースとマンノ

ースが１：２の割合に鎖状に結合し、さらに側鎖として

アセチル基と燐酸がエステル結合している化学構造を有

する天然多糖類であり、具体的には長径0.5 ～1.05、短

径0.37～0.5 mmの形状をなす異形細胞と称される粒子を

形成している。こんにゃくは上記グルコマンナンを主成

分とするこんにゃく粉に通常その２０～５０倍量（重

量）の水を加え、例えば摂氏約３０度程度の温度にて約

１～２時間放置して十分に膨潤させた後、その中に石灰

乳や炭酸ソーダなどのアルカリ性溶液を添加、混合して

約２０～６０分程度放置してグルコマンナンを凝固させ

て作っている。こうして作られたこんにゃくは、広く食

品用として食用されているが、食品用のこんにゃくは歯

触りや噛み応えを考えて作るため粘度や硬さが低く、釣

りや鉄砲に使用する鉛弾のように硬く作ることはできな

かった。

【０００５】本発明者らは、こんにゃくの主成分である

グルコマンナン（以下こんにゃく粉という）にある比重

以上の金属粉を所定量加え、さらに乾燥させた材料から

錘や弾などを製造する技術の開発に成功した。本発明に

係わる新材料は、自然界に放置しておくと、グルコマン

ナンが溶け、また金属粉は無毒のまま酸化して崩壊する

ため、不要になった弾や鉛をそのまま放置しても鉛製の

錘や弾のように環境公害を引き起こす心配がない。

【０００６】

【課題を解決するための手段】前述した技術課題を達成

するために本発明が講じた技術手段は、こんにゃく粉

と、該こんにゃく粉に対して所定量の無毒の金属粉とか

らなる弾や釣り用錘等に使用できる材料であり、また、

こんにゃく粉と、無毒の金属粉所定量と、水所定量とを

混合し、この混合液を少なくとも所定時間以上放置し、

放置した混合液をムラ無く攪拌してグルコマンナンを凝

固させ、その後凝固したこんにゃく粉を所定の型に流し

込み成形し、成形したものをさらに乾燥機に入れて水分

を抜き、形を整えることをを特徴とするこんにゃく粉と

無毒の金属粉からなる弾や釣り用錘などに使用できる材

料の製造方法である。

【０００７】

【作用】本発明に係わる弾や釣り用錘に使用する新材料

は、基本的にはこんにゃく粉を主成分とする組成物とし

て作られる。こんにゃく粉はそのまま使用したのでは硬

度が足りない上に比重が軽すぎるため弾や錘することは

できない。このため、本発明ではこんにゃく粉の上記性

質を補うためにタングステン粉を混合し、さらに乾燥さ

せることにより硬さや重さを増し弾や釣り用錘に使用で

きる新材料とした。この材料から成形された弾や錘は精

度を上げるために磨きをかけ、また必要に応じて表面に

皮膜コーティングをして耐水性を高める。

【０００８】

【実施例】以下、こんにゃく粉からなるこんにゃくに金

属粉を混入した新材料の詳細を説明する。

実施例１

  こんにゃく粉１kgとタングステン粉０．３～５kgお

よび水５～４５kgを混合し、この混合液を所定時間以

上、望ましくは約１時間以上、さらに望ましくは約２～

３時間程度放置する。なお、この時放置時間を長くすれ

ばするほどきめの細かいこんにゃくを作ることができ

る。またこの時加えるタングステン粉はこんにゃく製の

弾や錘の比重を高めるために使用する。

  で凝固したこんにゃくを丸や円盤、円錐等の型に

より成形する。

  で成形したものをさらに乾燥機にかけ水分を取り

精度を増すために磨きをかける。また必要に応じて皮膜

コーティグ処理をする。

【０００９】なお、こんにゃくを乾燥する際の縮み量は

大まかに約１／５程度であるのでそれを考慮してタング

ステン粉とこんにゃく粉の量を調整し必要とする大きさ

や重さの弾や錘を製造する。また、使用するタングステ

ン粉はＪＩＳ  Ｈ２１１６、許可番号４６５０３４が、

さらにコーティング材としてはアルギン、カラギナン、

鉱物系を除く油脂（パーム油、動物油、自然に戻る油な

ど）等が望ましい。出来上がった弾や錘は自然界に放置
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しておくと、３～３０日程度で分解し、土や水に戻り、

また混入していた金属粉は無毒であるため、公害を引き

起こす心配もない。

【００１０】続いて弾や錘の製造法をフローチャート参

照してを説明する。所定量のこんにゃく粉、タングステ

ン粉、水を用意し、こんにゃく粉、タングステン粉の水

混合液を作る。ついでこの混合液を数時間放置し、放置

後の混合液を混練し、凝固させる。凝固したこんにゃく

粉を成形し、ついで乾燥機にかけて乾燥させる。その後

磨きをかけ、必要に応じて皮膜コーティングをして耐水

処理をする。上記のようにして製造した弾や錘は、現在

使用されている鉛製の弾や錘と品質、性能においても遜

色はなく、その上無公害であるため、現在の弾や錘にと

って代わることができる。なお、本発明はその精神及び

必須特徴事項から逸脱することなく実施することができ

る。

【００１１】

【発明の効果】以上詳細に説明したように本発明によれ

ば、完成した錘や弾はこんにゃく粉を主成分とした製品

であるので、またこの弾や錘は全て天然の材料で且つ無

毒の材料を使用して製造されているため、放置しておく

と１週間程度で腐敗し土に戻る。また川に流れた弾や錘

は５～３０日程度で水に戻る。従って仮に不要となった

錘や弾が出たとしてもその処理が容易であり、使用後に

自然界に放置したとしても公害等の心配がない。特に、

錘や弾を鳥が食べてしまったり、当たった弾が野鳥の体

内に入ったりしても、従来のような鉛中毒になる心配も

なく、環境保護の面からも極めて有益である。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明のこんにゃく粉と金属粉からなる材料の

製造フローチャートである。
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【図１】
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